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1. 
現
在
、

日
本
考
古
学
協
会
々
員
、
並
び
に
弘
前
大
学
教
曹
学
部
駒
教
援
と
し
て

本
県
考
古
学
界
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
著
者
が
、
こ
の
た
び
円
筒
土
器
等
に
関
す

る
積
年
の
研
究
結
果
を
ま
と
め
ら
れ
、

吋
田
川
簡
土
器
文
化
』
と
題
し
て
、
雄
山
関

よ
り
上
梓
さ
れ
た
こ
と
は
、
学
生
の
頃
よ
ち
、
麗
し
く
教
え
を
う
け
て
い
る
者
の

一
人
と
し
て
、
誠
に
嬉
し
く
、

心
よ
れ
ツ
お
慶
び
を
ム
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

著
者
は
円
筒
土
器
関
係
の
遺
跡
を
最
も
多
く
手
が
け
ら
れ
て
い
る
新
究
者
で
あ

る
が
、
昭
和
四

O
年、

円
筒
土
器
諾
型
式
を
爵
位
的
に
出
土
し
た
石
神
遺
跡
の
調

査
に
直
接
か
か
わ
っ
て
以
来
、
該
土
器
等
の
研
究
の
志
を
た
て
ら
れ
た
と
伺
っ
て

い
る
。

2. 
縄
文
時
代
の
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
、
北
海
道
西
甫
部
か
ら
東
北
地
方
北
部
に

お
い
て
門
街
形
を
基
本
と
し
た
大
型
の
厚
手
の
土
器
群
が
盛
行
す
る
。
こ
れ
ら
の

土
器
群
は
器
形
上
の
き
わ
だ
っ
た
特
設
及
び
土
器
上
半
部
の
装
飾
文
様
の
独
自
性
、

更
に
は
特
徴
あ
る
伴
出
遺
物
の
存
在
等
に
よ
っ
て
、
古
く
か
ら
注
意
さ
れ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
土
器
群
に
対
し
て
、
長
谷
部
言
人
・
山
内
清
男
の
縄
民
が
円
筒
土
器
の

名
称
を
与
え
て
以
後
、
本
土
器
わ
研
究
は
専
ら
山
内
氏
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
こ

と
と
な
る
。
同
氏
は
昭
和
四
年
、

「
関
東
北
に
於
け
る
畿
経
土
器
」

〈
史
前
学
雑

法
」
一
!
こ
)
の
記
念
す
べ
き
論
文
の
中
で
、
大
正
一
四
革
五
月
発
掘
に
な
る
北

津
軽
郡
市
滞
村
オ
セ
ド
ウ
員
壌
に
お
け
る
璃
位
的
所
克
に
よ
り
、
円
鮪
土
器
が
下

躍
式
と
上
層
式
に
二
分
さ
れ
、
前
者
が

a
-
b
-
C
-
d
の
四
型
式
、
後
者
が
?

b
む
こ
型
式
に
親
分
さ
れ
る
こ
と
を
指
掛
し
た
。
更
に
、
昭
和
二
一
年
に
は
、
問

氏
に
よ
っ
て
、
縄
文
土
器
の
型
式
編
年
関
が
発
表
さ
れ
、
円
筒
土
器
下
露
式
は
縄

文
前
期
に
、
同
上
層
式
は
中
期
に
位
寵
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
〈
「
縄
文
式
土

器
型
式
の
細
別
と
大
型

1
「
先
史
考
古
学
二
1

一
〉
こ
れ
に
よ
っ
て
、
円
鋳
土
器
の

型
式
嬬
年
、
更
に
は
、
そ
の
綴
年
的
位
賓
が
明
確
に
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

の
円
簡
土
器
の
諸
型
式
に
つ
い
て
は
、
こ
の
後
、
二
、
一
一
一
の
摂
究
者
に
よ
り
新
翠

式
の
追
加
、
更
に
型
式
細
分
が
な
さ
れ
、
現
在
で
は
江
疲
輝
弥
氏
の
分
類
が
最
も
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細
分
を
極
め
て
い
る
〈
円
鰐
土
器
下
回
摺
式
回
・

u
-
M
・
M
-
c
・
d
・
-
徹
、
間

上
題
式

a
・
M

併・

b
-
c
・
d
-
e
-
f
の
一
四
型
式
)
〈
吋
石
神
遺
跡
』
〉

』
の
型
式
錨
年
の
追
加
、
縮
分
化
と
併
特
し
て
、
円
鰐
土
器
関
係
の
遺
跡
の
発

識
調
査
が
進
み
、
竪
穴
住
岩
祉
等
の
遺
構
及
び
各
型
式
の
共
伴
遺
物
の
出
土
備
も

増
加
し
、
そ
の
文
化
内
容
は
次
第
に
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
山
内
氏
に
よ
る
円
筒
土
器
諸
霊
式
の
内
容
が
遂
に
明
確
な
形

で
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
誌
が
設
定
さ
れ
た
各
型
式
の
理
解
が
各
研
究
者
に

よ
っ
て
広
々
で
あ
る
と
い
っ
た
状
説
も
み
ら
れ
、
各
研
究
者
に
よ
る
諸
型
式
を
整

理
す
る
と
い
っ
た
基
礎
的
作
業
が
窪
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、

い
っ
た
い
円
簡
土
器

に
共
伴
す
る
遺
物
内
蓉
は
ど
の
様
な
も
の
で
為
る
の
か
、
更
に
、
遺
構
・
食
料
費

諜
等
の
内
容
に
つ
い
て
も
集
大
成
す
る
必
要
も
叫
ば
れ
て
き
て
い
た
。

右
の
様
な
状
況
と
は
別
に
、

円
鯖
土
器
等
を
め
ぐ
る
章
一
大
な
社
会
的
状
況
が
あ



る

昭
和
四

O
年
弐
の
中
頃
か
ら
、
開
発
前
線
は
東
北
、
主
義
道
に
も
上
臨
し
、
議

年
激
化
の
一
途
を
た
ど
ヮ
て
き
て
い
る
。
と
く
に
東
北
地
方
北
部
及
び
今
後
、
開

発
が
数
先
ず
る
北
海
道
南
部
は
内
簡
土
器
の
分
帯
地
擦
で
あ

て
、
円
筒
土
器
開

保
の
遺
醇
が

み
破
壊
さ
れ
て
き
て
い
る
。
因
み
に
、
昭
和
昭
八
年
に
道
南
地

方
で
実
施
さ
れ
た
こ
の
種
の
開
発
に
持
な

〈
行
政
)
発
掘
調
査
は
一
四
#

で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
七
件
が
内
需
土
器
を
出
土
す
る
遺
跡
の
調
査
で
あ
れ
ソ
、
昭

和
四
九
年
拡
お
い
て
は
九
件
の
う
ち
五
件
ま
で
が
爵
鰐
土
器
関
係
の
遺
跡
調
査
で

あ
る
。こ

れ
ら
の
調
査
は
大
部
分
が
一

0
0
0平
方
米
以
上
の
大
規
模
な
拘
置
面
積
を

有
ず
る
も
の
で
あ
り
、
従
来

般
的
で
あ
っ
た
小
規
機
発
掘
で
は
知
り
え
な
か
っ

た
新
資
料
・
務
事
実
は
ぼ
う

に
な
っ
て
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
様

な
状
況
に
あ
っ
て
、

円
筒
土
器
関
係
の
遺
跡
・
遺
物
等
の
集
成
は
集
患
の
問
題
で

あ
っ
た
と
い
う
側
面
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

以
上
の
様
な
状
況
の
も
と
に
、
本
警
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
意
識
を
も

つ
も
の
と
替
え
よ
う
。

3. 
本
書
は
、
著
者
が
昭
和
田
三
年
、

一
カ
年
に
一
旦
り
、
弘
輪
大
学
で

四
四
年
の

「
円
筒
土
器
文
化
の
研
究
い
と
癒
し
て
講
義
さ
れ
た
際
の
講
義
内
容
を
基
礎
と
し

た
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
構
成

の
通
ち
で
あ
る
。

序は
し
が
き

第
一
章

第
一
部

第
ニ
鮒

第
二
章

第
三
章

第第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
一
一
節

第
二
節

第
五
節

第
四
欝

第
六
章

第
七
章

第
一
節

第
む
す
び

円
筒
土
器
文
化
研
究
史

終
戦
以
前
の
円
筒
土
器
文
化
研
究
史

戦
後
に
お
け
る
門
商
土
器
文
北
研
究
史

円
積
土
器
の
命
名
と
形
状

円
簡
土
器
の
分
布

円
筒
土
器
の
裂
式
と
編
年

館

円
鮪
下
層
式
直
前
の

円
識
下
騎
式
土
器

円
籍
上
勝
式
土
器

円
筒
上
層
式
議
後
の
土
器

円
筒
土
器
に
拝
う
人
工
遺
物

お
よ
び
石
製
品
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土
偶
お
よ
び
土
製
品

骨
角
器

そ
の
他
の
人
工
建
物

内
筒
土
器
に
伴
う
自
然
遺
物

円
筒
土
器
を
出
土
す
る
遺
跡
と
灘
構

遺

跡

第

遺
構

次
に
本
文
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
紹
分
し
た
い
。

再
鰐
土
器
及
び
こ
れ
に
共
伴
ず
る
石
器
、
骨
角
器
、
土
製

序
説
に
お
い
て
は
、

品
及
び
布
製
品
、
ま
た
円
簡
土
器
を
出
土
す
る
竪
穴
住
麗
踏
に
つ
い
て
各
裏
話
部



に
概
観
を
試
み
、

本
議
の
各
章
で
と
れ
，

J

島
げ
る
内
容
を
圧
縮
し
た
形
で
述
べ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
序
説
部
分
で
内
禽
土
器
等
に
つ
い
て
の
あ
ら
ま
し
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。

第

で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
窮
・
後
と
い
っ
た
画
期
に
よ
っ
て
概
説
し
て

い
る
。
稿
者
で
は
つ
氷
謙
日
記
」
の
記
載
か
ら
始
ま
り
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
年

間
〈
大
戦
前
〉
と
年
代
願
に
円
筒
土
器
関
係
の
報
告
・
論
文
等
を
紹
介
し
、
円
筒

土
器
の
型
一
式
編
年
の

応
の
確
立
ま
で
と
い
う
研
究
史
の
位
置
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。
ま
た
後
者
で
は
、
主
と
し
て
昭
和
二
四
年
か
ら
一
一
一
九
年
ま
で
、
年
次
毎
に

東
北
・
北
海
道
に
お
け
る
円
鮪
土
器
開
保
の
発
掘
調
査
の
概
要
及
び
報
告
・
論
文

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
を
述
べ
、
戦
一
取
に
比
し
て
、
発
掘
調
査
件
数
の

増
加
、
と
く
に
昭
和
田

O
年
以
降
は
緊
急
発
掘
調
査
件
数
の
激
増
現
象
が
み
ら
れ

る
点
宏
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
諸
発
躍
に
よ
り
、
山
内
誌
の
型
式
編
年
が
確
認
さ

れ
た
段
階
で
あ
る
と
し
、

応
の
評
揺
を
加
え
て
い
る
。

第
二
章
で
は
、
長
各
部
論
文
に
拠
り
、
円
筒
土
器
の
形
態
及
び
地
文
等
に
つ
い

て
概
説
し
、
円
筒
土
器
の
胎
土
に
混
入
す
る
植
物
繊
維
の
問
題
に
も
触
れ
て
い
る
c

第

は
著
者
が
以
前
に
「
考
・
富
山
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」

に
発
表
し
た
論
考
〈
一

九
七

O
)

-
追
補
し
た
も
の
で
あ
り
、
円
筒
土
器
が
北
は
北
海
道
・
石
狩
、

勇
払
誕
地
帯
か
ら
、
南
は
山
形
県
中
部
、
岩
手
県
南
部
ま
で
分
鞘
す
る
こ
と
を
述

ベ
、
遺
跡
分
布
の
密
度
の
上
か
ら
、
本
県
が
円
筒
土
器
文
化
の
中
心
地
で
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。

に
諸
型
式
の
土
器
の
分
布
を
概
観
し
た
後
で
、
丹
筒
土

器
と
ほ
ぼ
同
時
に
主
と
し
て
東
北
地
方
南
部
で
盛
行
し
た
大
木
式
土
器
と
の
分
脊

上
の
関
採
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。

第
四
章

の
中
で
著
者
が
最
も
力
を
注
が
れ
た
部
分
で
あ
る
。
第
一
節
は

著
者
が
以
前
に
「
北
海
道
考
吉
学
」
誌
上
に
発
表
し
た
輪
文
(
一
九
七
一
一
一
〉
に
加

筆
、
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
東
北
地
方
北
部
に
お
い
て
円
筒
土
器

が
出
現
す
る
慌
の
段
階
、

つ
ま
り
縄
文
前
期
務
顕
の
土
器
群
拡
つ
い
て
説
明
を
加

え
て
い
る
。
第
二
節
で
は
円
簡
土
器
で
鑓
式
を
と
り
あ
げ
、
問

a
-
b
-
c
-
d

式
の
各
郡
一
式
に
つ
い
て
、

山
内
氏
に
よ
る
霊
式
内
容
及
び
誌
疲
氏
等
広
よ
る
型
式

内
容
に
つ
い
て
触
れ
た
あ
と
、
著
者
が
韻
棄
に
関
係
し
た
お
梓
I
号
遺
跡
の
層
位

的
結
果
を
踏
ま
え
、
従
来
の
下
層
式

a
-
b
-
C
-
山
・

b
式
の
議
型
式
の
う
ち
、

時晶式・

b
式
を
そ
れ
ぞ
れ
、
第
二
期
か
ら
第
三
類
ま
で
細
分
し
、
著
者
の
下
屠
式

土
器
の
郡
一
式
観
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
又
、
門
領
土
器
下
摺
式
d
式
の
地
方
型
式

と
し
て
、
秋
田
県
の
弧
岱
式
、

山
形
県
の
吹
滞
式
土
器
広
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。

第
一
一
一
郎
で
は
、
円
筒
土
器
上
層
式
を
と
り
あ
げ
、
問

a
、
b
珂
型
式
に
つ
い
て
、

臨
節
と
同
様
、
山
内
・
江
坂
両
氏
の
型
式
内
容
広
つ
い
て
触
れ
た
あ
と
、
著
者
の
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見
解
を
述
べ
て
い
る
。
又
、
間

c
-
d
碕
型
式
に
つ
い
て
は
、
江
坂
氏
の
見
解
を

踏
ま
え
た
上
で
、
著
者
吉
身
の
霊
式
観
を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
同

e
式
に
つ
い

て
は
、
著
者
が
以
前
よ
り
提
唱
さ
れ
て
い
た
型
式
名
で
あ
る
が
、
江
蝶
氏
の
述
べ

た

e
式
と
は
内
容
が
異
な
れ
ツ
、
む
し
ろ
江
坂
誌
の
向
上
躍

f
式
〈
最
花
式
)
の
一

部
に
当
る
点
を
明
白
に
し
て
い
る
9

第
四
節
で
は
、
円
種
土
器
土
壌
式
車
後
の
土

器
群
を
と
り
あ
げ
、
学
史
的
に
著
名
で
あ
る
援
林
式
、
最
花
式
の
両
型
式
広
つ
い

て
、
前
者
を
大
本
8

b
式
、
後
者
を
大
本
9
式
の
影
響
を
う
け
た
土
器
に
対
比
さ

れ
る
と
い
う
点
を
述
べ
て
い
る
。

第
五
撃
で
は
、
円
簡
土
器
拡
伴
な
う
人
工
遺
物
広
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
第

一
節
で
は
門
講
土
器
下
溝
式
応
斧
な
う
石
器
二
信
製
品
と
し
て
、
石
鎖
・

T
C
槍
・

お
じ
・
箆
状
石
器
・
半
問
状
議
平
打
製
石
器
・
石
錘
・
ス
ク
レ
パ

i
・
磨
製
五
斧
・



勝
石
・
浮
荷
製
品
・
岩
繍
・
岩
践
・
話
形
石
製
品
・
玉
類
・
決
状
耳
飾
二
ね
諸
・

そ
の
植
の
石
製
品
を
あ
げ
、
向
上
層
式
に
伴
な
う
石
器
・
石
製
品
と
し
て
は
、
学

内
状
鳳
平
打
製
容
器
・
石
ヒ
・
磨
製
五
斧
・
山
部
偶
・
玉
類
・
石
製
装
身
具
を
あ
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
に
伴
出
し
た
土
器
型
式
及
び
機
能
等
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
る
。

第
二
部
で
は
、

土
偶
及
び
土
製
品
を
と
り
島
げ
、
円
額
土
器
下
麗
式
・
向
上
腐
式

等
に
仲
な
う
土
偶
及
び
土
製
品
に
つ
い
て
、
そ
の
形
態
・
時
期
等
に
つ
き
ま
と
め

て
い
る
。
第
三
節
で
は
脅
角
器
を
と
ち
あ
げ
、
そ
の
種
類
・
遺
跡
・
伴
出
土
器
型

式
に
つ
い
て

に
ま
と
め
て
い
る
。
第
四
節
で
は
、
そ
の
他
の
人
工
遺
物
と

し
て
、
兵
製
品
を
あ
げ
て
い
る
。

第
六
章
で
は
、
丹
筒
土
器
に
伴
な
う
自
然
遺
物
を
と
れ
ノ
島
げ
て
い
る
。
円
筒
土

器
に
伴
出
す
る
貝
類
・
魚
類
・
鳥
・
鴫
乳
類
・
人
骨
更
に
植
物
性
遺
物
を
あ
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
種
名
・
兵
塚
名
・
伴
出
土
器
型
式
〈
埋
葬
形
態
)
、
等
に
つ
い
て
一
覧
.

表
形
式
に
ま
と
め
て
い
る
。

第
七
章
で
は
、
遺
跡
と
遺
構
に
つ
い
て
述
べ
、
第
一
節
の
漉
跡
の
部
分
で
は
、

円
簡
土
器
を
出
土
す
る
適
齢
を

一
カ
所
あ
げ
、
各
遺
跡
の
機
要
・
立
地
・
性
搭

に
つ
い
て
ま
と
め
、
第
二
鱒
で
は
円
筒
土
器
を
出
土
す
る
遺
構
を
と
り
あ
げ
、

盤
穴
住
活
動
・
ピ
ッ
ト
(
土
横
〉
及
び
土
器
の
特
殊
な
出
土
状
態
繍
に
つ
い
て
、
灘

鉢
名
・
伴
出
土
器
製
式
・
プ
ラ
ン
、
性
棒
等
を
ま
と
め
て
い
る
。

4. 
こ
こ
で
は
、

本
番
を
読
ん
で
少
し
く
気
が
つ
い
た
点
記
つ
い
て
記
し
て
み
た
い
a

第

に
お
い
て
は
、
円
筒
土
器
の
務
状
・
地
文
等
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
に
円
筒
土
器
の
製
作
技
法
及
び
施
文
方
法
等
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
カ
ル
な

聞
か
ら
の
説
明
を
加
え
て
記
述
さ
れ
た
方
が
よ
り
理
解
し
や
す
い
も
の
と
思
わ
れ

る
G

と
く
広
円
椅
土
器
の
縄
文
康
体
は
、
円
筒
土
器
の
研
究
で
は
、
ゆ
る
が
せ
に

で
き
な
い
基
本
事
項
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
第

に
お
い
て
、
分
布
の
問
題
に

関
し
、
内
簡
土
器
上
麗
式
の
分
布
が
下
車
式
よ
れ
ツ
広
い
冨
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
点
、
以
簡
に
発
表
さ
れ
た
論
考
一
何
筒
土
器
の
分
事
」
考
古
掌
ロ
シ
ア
ー
ナ
ル
〉
〈
一
九
長
U
〉

と
著
し
く
異
な
る
わ
け
で
為
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
何
ら
か
の
コ
メ
ン
ト
が
款
し

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
次
に
、
本
番
の
引
用
文
献
拡
関
し
て
で
あ
る
が
、
印
殿
上
の

都
合
で
カ
ッ
ト
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
巻
末
拡
、
円
筒
土

器
関
係
文
献
白
録
と
し
て
一
括
さ
れ
れ
ば
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
再
販
の
折
に
縄
一
考
戴
き
た
い
。
ま
た
、

本
文
中
に
円
筒
土
器
に
伴
出
し
た

人
工
遺
物
な
り
、
遺
構
等
の
実
測
簡
を
多
く
掲
載
し
て
戴
け
れ
ば
、

よ
り
具
体
的

に
丹
鱗
土
器
文
化
の
内
容
を
理
解
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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以
上
、
商
蛇
に
怖
じ
ず
で
、
勝
手
な
こ
と
を
述
べ
さ
せ
て
戴
い
た
が
、

口
絵
孝

写
は
三
回
枚
と
農
露
で
あ
り
、

し
か
も
未
発
表
資
料
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、

読
者
に
と
っ
て
極
め
て
良
心
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

本
書
官
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
デ
!
夕
、
文
献
等
を
渉
猟
さ
れ
、
円

橋
土
器
文
化
の
研
究
史
か
ら
各
種
遺
物
、
遺
構
等
に
つ
い
て
集
成
さ
れ
て
い
る
点

は
、
こ
れ
か
ら
薪
し
く
、
円
簡
土
器
等
の
摂
究
を
悲
す
者
広
と
っ
て
、
問
題
点
の

所
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
大
い
に
参
考
に
な
ろ
う
。
と
く
に
第
四
章
で
は
、
従

来
諸
研
究
者
に
よ
っ
て
草
々
に
抱
盤
さ
れ
て
き
て
い
た
円
筒
土
器
の
各
型
式
に
つ

い
て
、
多
く
の
障
を
掲
載
し
、
各
研
究
者
の
形
式
観
を
ま
と
め
た
上
で
、
著
者
の

見
解
を
加
え
、
型
式
及
び
縄
年
の
問
題
に
つ
い
て
整
理
さ
れ
て
い
る
点
は
、
円
筒

土
器
薪
究
の
基
本
的
な
開
題
花
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
す
こ
ぶ
る
意
識
あ
る
こ
と
と

蓄
え
る
。
た
だ
、
読
者
の
中
に
、
本
番
に
使
用
さ
れ
て
い
る
資
料
拡
は
、
青
森
県



以
外
の
資
料
が

て
少
な
い
と
い
う
感
惣
を
も
た
れ
る
方
が
あ
る
と
悲
わ
れ
る

ヵ:

本
議
を
今
後
の
円
筒
土
器
文
化
研
究
の
進
展
の
た
め
の
一
つ
の
叩
き

台
、
踏
台
と
さ
れ
た
い
と
す
る
意
向
を
く
む
べ
き
で
あ
ろ
う
E

著
者
が
む
す
び
で

述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
円
鋳
土
器
文
化
内
に
お
け
る
地
域
差
の
問
題
、
更
に
罵

辺
地
域
の
土
器
文
化
と
の
関
長
等
が
今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
る
が
、

こ
の
点
に
つ
い
て
は
著
者
鐸
自
身
努
力
さ
れ
る
こ
と
を
約
束
さ
れ
て
い
る
。
今
接

の
御
研
究
の
進
展
さ
れ
る
こ
と
と
期
待
し
た
い
。

は
著
者
の
円
筒
土
器
文
化
に
関
す
る
研
究
論
文
を
集
め

で
は
な

い
。
替
わ
ば
、

内
劉

の

円
筒
土
器
文
化
研
究
へ
の

あ
る
。
し
か

の

で
あ
る
。
考
古
学
研
究
者
、
主
代
史
研

究
者
は
勿
論
、
東
北
・
北
海
道
の
吉
代
文
化
に
興
味
を
も
た
れ
る
方
に
是
非
一
読

を
奨
め
た
い
審
物
で
あ
る
。
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